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まつもと すずきくろさき

高 砂 地 区

第4回 高砂地区まちづくり勉強会
日 時：令和６年２月２日（金）
場 所：高砂地区センター ３階ホール
参加者：勉強会会員 20名

（自治町会及び商店街からの推薦者及び一般公募者）
内 容：『拠点エリアのまちづくりを考える』をテーマに開催

令和６年３月

第４号

まちづくり勉強会ニュース

〈HPはこちら〉

勉強会を終えての感想
・他の班から面白い意見があったり、課題について共通意識が持てて参考になった。
・参加者の皆さんがまちづくりに非常にポジティブであると感じた。
・駅東拠点エリアは非常に大きなプロジェクトであり、まだまだ勉強していくべきと感じた。
・創出用地について、ワークショップで具体的な話ができたので良かった。
・防災に強いまちづくりを進め、生活する上での不安解消につなげてほしい。
・高砂地区内で店をやっていますが、自分が気づかないような事なども住民の皆様は感じていること
がわかり、とても勉強になった。

・高砂地区に住んでいる方や営んでいる方の意見を聞き、今後の高砂の将来を考えることができる
良い機会だった。

その他のご意見・ご要望など

その他 ご意見・感想など（勉強会終了後のアンケートなどの抜粋）

↑いただいたご意見を踏まえて、次回以降の勉強会に活かしていきます。

前半は駅前拠点・駅東拠点・創出用地の３つの拠点エリアの特性や検討テーマなどについて事例を
参考に勉強し、後半は拠点エリアのまちづくりの方向性についてワークショップで議論しました。

令和５年10月に開催した第３回に続き、第４回の勉強会を開催しましたので、その内容をお伝えします。
なお、この会は、高砂地区開発協議会主催の勉強会となります。

次回（第5回）の勉強会について

出典：墨田区HP

【事例】押上・スカイツリー駅周辺地区

【事例】東大和市東京街道団地地区

出典：東京都HP

都営団地建替えにより
創出された用地を活用
し、民間事業者が、
商業、医療福祉等の
生活支援施設の整備を
進めている地区。

東京スカイツリーの
建設が決定したこと
から、区の広域総合
拠点として位置づけ、
複合開発により整備
を進めている地区。

≪検討のポイント≫
●鉄道車庫跡地を活用した新しい拠点エリアを
考える

●期待する拠点の役割・導入したい機能や施設に
ついて意見交換

≪検討のポイント≫
●創出される用地を活用した新たな都市機能や、
四丁目地区のまちづくりを考える

●期待する拠点の役割・導入したい機能や施設に
ついて意見交換

【第４回勉強会の様子】

C 創出用地エリア

【事例】JR小岩駅周辺地区

出典：江戸川区HP

駅南と駅北側を囲む
リングロード等の
都市基盤を整備し、
小岩駅周辺の複数
地区で一体的な
まちづくりを進めて
いる地区。

≪検討のポイント≫
●高砂駅前まちづくり構想の『立ち寄りたくなる
魅力ある高砂駅前の顔づくり』を考える

●期待する拠点の役割・導入したい機能や施設に
ついて意見交換

※正式に決まりましたら､勉強会会員の方には
別途､開催案内を送付いたします。

位置図

A 駅前拠点エリア B 駅東拠点エリア

３つの拠点エリアのまちづくり（次ページ以降にも事例を含め詳細をご紹介しています。）

・ワークショップの時間が、これまでより確保されていて良かった。質疑応答もわかりやすかった。
・高砂に長年住んでおられる方の防災に対する知識や意見が貴重だったので、もう少し時間があれば
ありがたい。

・ワークショップの検討課題が事前にわかると、より実りのあるものになるかもしれないと思った。
・勉強会で出た意見を広く伝えたい。踏切の前のスペースを活用し展示するなど、まちづくりをＰＲ
するのもよいと思った。

・勉強会の参加者が今以上に増えると良いと思う。

テーマ：～まちづくりを見据えた道路ネットワークを考える～
・地区全体の道路ネットワークの考え方
他地区の事例を交えて勉強します（自動車、自転車、歩行者、域内交通など）。

・住環境向上ゾーンや住環境保全ゾーンなど、
７つの土地利用ゾーンのまちづくり

(右図参照)

日 程：令和６年６月頃 (予定）
場 所：未定
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